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This study presents the results of training exercises for Korean native speakers to distinguish short and long 
vowels in Japanese. Study is based on the concept of High Variability Perceptual Training (HVPT), through the 
uses of a large set of conditions that are presented in various natural languages. It helps the students to mentally 
form new categories of sounds that they can clearly distinguish from each other (Pisoni & Lively, 1995). The 
training used the natural language of 4 Japanese native speakers, pronounced in 3 different rates. The recordings 
also considered different accent types and the position of the long vowels. The training group was divided into 
two sub-groups. One was trained by hearing single words only, and the other was trained by hearing both 
sentences and words. The control group did not receive any training. 
The results of the experiment showed that, compared to the single word group, the group of both sentences 
and words showed improvements in a broader range of tested categories. The training of words and sentences 
is more effective in forming an accurate categorical perception. In conclusion, the results of this study confirmed 
the effectiveness of the HVPT method in the training of distinguishing length in Japanese vowels. 
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大塚 香奈 「韓国語母語話者における日本語長母音の知覚と教育効果」 




































































表 1. 単語で訓練するグループの学習者（Single） 
 
年齢 性別 日本語学習期間 出身地 
１ ２０ 女 ９か月 水原 
２ ２１ 男 ９か月 ソウル 
３ ２５ 女 １年 ソウル 
４ ２４ 男 ６か月 広州 
５ ２０ 男 ５か月 仁川 
６ ２０ 女 ２年 仁川 
７ ２５ 女 ２年 ソウル 
８ ２０ 女 １年 慶州 
９ １９ 男 ９か月 ソウル 
 
 
表 2. 単語と短文で訓練するグループの学習者（Mixed） 
 
年齢 性別 日本語学習期間 出身地 
１ １９ 女 ９か月 大邱 
２ ２０ 女 ９か月 坡州 
３ ２０ 男 ９か月   鎮海  
４ １９ 女 ９か月 東海 
５ ２４ 女 ２年 富川 
６ １９ 女 １年 仁川 
７ ２３ 女 １年 安山 
８ ２５ 男 ３か月 広州 
９ ２２ 女 ６年 仁川 
１０ ２２ 女 ３年 大邱 
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表 3. 訓練を受けないグループの学習者（Control） 
 
年齢 性別 日本語学習期間 出身地 
１ ２０ 女 １年  江陵 
２ ２３ 男 ９か月 仁川 
３ １９ 女 ５か月   広州  
４ ２０ 女 ３年 済州 
５ ２６ 男 １年 一山 
６ ２０ 女 ５か月 仁川 
７ ２３ 男 ３か月  金泉 
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速度  訓練前       訓練後    向上率  t検定 
 
    速い ７９   ９７   ２３%  **  
普通  ９２  ９７   ６%  n.s.  
    遅い ８０  ９２   １５%  **  
 
n.s.: not significant, *:p<０.０５, **:p<０.０１ 
 
   
  
平均値（％） 
アクセント型と位置   訓練前   訓練後    向上率  t検定 
 
語頭_HL   ８３    ８９  ７%   n.s. 
語頭_LH   ８８    ９８  １１%   * 
語末_HH   ８９    ９７  ９%   ** 
語末_LL   ８１    ９７  ２０%   ** 
語末_HL   ７５    ９５  ２６%   ** 
 








表 ５. アクセント型と位置別の正答率（Single） 
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速度 訓練前       訓練後    向上率  t検定 
 
速い ８６   ９４  １８%  **  
普通  ９３  ９８   ６%  **  
遅い ７３   ９２   ２５%  **  
 
n.s.: not significant, *:p<０.０５, **:p<０.０１ 
  








アクセント型と位置   訓練前   訓練後    向上率  t検定 
 
語頭_HL  ８３   ８８   ７% * 
語頭_LH  ８８   ９５   ９% ** 
語末_HH  ８８   ９７   １１% * 
語末_LL  ８６   ９７   １４% ** 
語末_HL  ７７   ９５   ２０% ** 
 
























表 ７. アクセント型と位置別の正答率（Mixed） 
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7単語で訓練したグループ（Single）：訓練前９２％、訓練後９１％ 
単語と短文で訓練したグループ（Mixed）：訓練前９３、訓練後８２％ 
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ビル 伊勢 白湯 瀬戸 生徒 理科  角 図書 有利 左右 当初 カード ルビ リカ 
異性 ルビー 過渡 ビール 加藤 ゆり（人の名前）跡 課税 東洋 孝行 声優 考古 
世紀 土星 購読 増収 席 ジョーカー 投与 遺書 恋 同姓 衣装 孤独 風 製油 
造酒 好意 城下 アート 大将 孤高 子機 銅像 おじいさん ここ おじさん 互角 
夢 合格 後期 おば 祖語 個室 校長 地図 糧 過程 対処 大場（さん）皇室 個々 
洋館 チーズ 土像 教授 好意 故意 ソゴー 誇張 有名 強大  巨大 予感 良好  
おばさん 郷里 今日中 旅行 距離 処置 招致 星 欲しい 数詞 すし ハーブ 駆除 
九条 工事 誇示 床（とこ）渡航 ハブ 王冠 白 シロー（名前）虚無 教務 酔い  
考古 塗料 棟梁 里 節（ふし）風刺 個展 好転 要素 ヨソ 容易 用意 良い 悪寒 
釣 ツリー 砂糖 おばあさん 土 通知 鳥 通り 角 華道 席 世紀 買い手 改訂  
部屋 一緒 黒 取る 苦労 通る 一生 平野 のど 濃度 シール 補足 琴 主観  
法則 習慣 校長 ロバ 強盗 後藤 校庭 固定 高級 呼吸 岡さん 老婆 おかあさん 
誇張 汁 コート 
 
（2）録音で使用したキャリアセンテンス 
１．そこは      と書いてあります。 
  
２．私は      と言いました。 
 
３．先程      と読みました。 
 
４．となりに      と書きなさい。 
